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 日本大学大学院総合社会情報研究科は、平成 11
年（1999 年）4 月に、インターネットを積極的に利

用した日本で最初の通信制大学院としてスタートし

ました。開設当初は ISDN 回線（64kbps）を標準回

線として利用していましたが、モデム接続を利用す

る学生も多く見られたようです。しかし、4 年目の

現在では、ADSL 回線（8Mbps・12Mbps）、場合に

よっては光ケーブル回線を利用する学生が増え、わ

ずか 4 年で通信スピードは 100 倍、あるいは 200 倍

に達しています。 
この様な通信スピードの飛躍的増加に伴い、教育

環境も進化しつつあります。本大学院は開設当初か

ら E-mail を主とした指導体制に加えて、相手の顔

を見ながら音声でコミュニケーションが出来る TV
会議システムをいち早く導入しました。しかし、通

信速度の遅さや、音質の悪さなどの問題をかかえ、

積極的に活用されるまでには至らないというのが現

状でした。また、一対一のコミュニケーションが原

則で、いわゆる通学制のゼミと同じようなゼミの学

生全員が参加した演習や、講義などには不向きでし

た。しかし、昨年度からサイバーゼミシステムが導

入され、ゼミのメンバー全員が同時に参加できる双

方向のコミュニケーションが可能になりました。サ

イバーゼミを初め、サイバー講義、サイバー講座、

サイバー輪読会など、このシステムを利用した様々

な形態の遠隔教育が試みられつつあります。今後も、

さらなるブロードバンド化に伴い、教育システムも

進化していくことが予想されます。 
本大学院の研究紀要も従来の紙媒体に加えて、昨

年度よりホームページ上から手軽に印刷・ダウンロ

ードできるインターネットジャーナル（電子紀要）

として発行されるようになりました。これにより、

世界中からいつでも好きなときにアクセス可能にな

りました。今後、本誌の論文が多くの読者に読まれ

る機会が増え、その結果、掲載論文がその関連分野

の研究の進歩の一翼を担うことが期待されています。 
今号も、29 編もの論文を発行することが出来まし

たが、ひとえに本大学院の修了生ならびに教員を含

めた関係各位のご努力・ご協力のたまものと言わざ

るを得ません。改めて感謝の意を表します。また、

編集作業一般について適時適切なアドバイスをいた

だいた本学の近藤大博教授ならびに、編集作業を手

伝って頂いた橋本信彦氏にも感謝を申し上げます。 
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